
≪今月の予定≫

●広域遠隔学習推進事業

「にいがた連携公開講座」

第８回：９月６日（火）

「古文書入門 江戸時代

の村に生きる人々」

主会場：岩船広域教育情報

センター

第９回： ９月１５日（木）

「古文書入門 江戸時代

の村に生きる人々」

主会場：当センタ－

●研修会の御案内

「青少年の奉仕・体験活動推

進研修会」

期日：９月２１日（水）

会場：当センター

＊詳細は、ラ・ラ・ネットを

ご覧ください。

お知らせ

社会全体で子どもを社会全体で子どもを
はぐくむ運動はぐくむ運動

施設の紹介

メディア研修

研修会の報告

第２回 「家庭教育支援のための事業・学習プログラム開発セミナ－」
期日：８月９日～１０日 会場：長岡市立劇場

Ｎｏ．５２
平成１７年９月１日発行
新潟県立
生涯学習推進センター

≪５２号の内容≫ 今回は、独立行政法人国立女性教育会館研究
国際室長の中野洋恵様を講師として、家庭教育
支援の必要性とそのためのプログラム作成を行
いました。
講義では、「家庭の教育力再生に関する調査
研究」（H13国立教育政策研究所調べ） から
『７割の親が家庭の教育力が低下していると実
感している』という実態が紹介されました。さ
らに、家庭教育・子育てを取り巻く今日的課題
として、
① 子育てを取り巻く社会への不満と不安
② 育児不安、育児ノイローゼ、児童虐待など
諸問題の顕在化
③ 国の育児環境の歴史的な変化（少子化と育
児困難の拡大、孤立した親、育児の基本的な
ノウハウの欠如、見えない父親、余裕のない
子育て）の３点をふまえた上で、それぞれの
地域課題を明確にしていきました。
プログラム作成では、家庭教育支援を父親、
子育て支援、食育に焦点を絞り、５つのプロ
グラムが完成しました。

プログラムには、広報・連携の方法、実施ま
でのスケジュールと評価の仕方も明記し、より
実効性のある内容にしました。

第３回の予定は、次の通りです。
（期日）１０月２１日金曜日
（会場）長岡市立劇場・大会議室
（内容）午前 上・中・下越の先進的事例発表
午後 「家庭教育支援者として今後期
待すること」
武蔵大学教授 武田 信子

第３回のみの参加希望も受け付けます。

■ より速く、より使いやすく！「ラ・ラ・ネット」（生涯学習情報提供サービス）が１０月から新しくなります。

ただ今研修中！「視聴覚教育メディア研修」～情報の活用と生涯学習～

●概論(講義)と特論(実技研修)の二部構成
●概論は８月５日

特論は８月～１１月に５回実施

当センターでは、視聴覚機器や情報機器を必

要に応じて適切に活用できることを目指して研

修会を毎年実施しています。

今年は、これまで要望の多かった受講制限の

見直しを図ったこと等により、多くの方々に受

講していただいています。

【今年度の概論（講義）】

■常磐大学教授 坂井知志

「情報化と生涯学習」

■新潟県警察本部ハイテク犯罪対策室

「サイバー犯罪から身を守る」

■新潟県総合政策部情報政策課

「そのサイトは何のため？誰のため？」

【特論（コンピュータの実技）】

■「ウェブページの作成」（１日）

■「ビデオ撮影の基礎とビデオ編集」（１日）

特論は同内容の研修を５回実施し、都合のよ

い回を選べます。

＜受講者の声＞

・職場のセキュリティを見直す必要性を感じた。

・現場では、著作権について十分配慮されてい

るとは言い難い。今後もこの内容の研修を希

望する。

・１分の作品を作りながらビデオ編集の方法を

楽しく覚えられた。

受講者の評価を生かし、来年度もニーズに合

った研修を実施していきます。
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★ 社会教育主事講習［Ｂ］をエル・ネットで受講できます。
期日は平成１８年１月１６日(月）～２月２１日（火）、会場は当センター

撮影の様子 編集の様子



TEL:025-284-6119  soudan@mail.lalanet.gr.jp

●生涯学習相談（兼新潟県体験活動等支援センター）

TEL:025-283-1150 FAX:025-284-6019

●家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」

http://www.lalanet.gr.jp/

●新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」

海・山の豊富な自然を生かした共同宿泊体験を通して

豊かな心を育もう！！ （新潟県少年自然の家）

新潟県立生涯学習推進センター 新潟市女池南3-1-2 TEL:025-284-6110 FAX:025-284-6019
(URL)http://www.lalanet.gr.jp/shisetsu/nlpc/ (eメール) nlpc@mail.lalanet.gr.jp

施設の紹介
少年自然の家は、砂丘が続く日本海に面した美しい赤
松林に囲まれた青少年教育施設です。学校や家庭で得難
い宿泊活動、野外活動、創作活動そして自然体験活動を
通して豊かな心を育むことを目的としています。
赤松林では様々な山野草、野鳥や昆虫などを目にした
りふれたりできます。常設テントが１８張あります。キ
ャンプファイア場が３カ所、野外炊さん場には２４カ所
の釜場があります。
わくわくする冒険コース、屋内では軽スポーツ（バト
ミントン、卓球、インディアカなど）も楽しめます。

活動の紹介
１ カヌー活動

色とりどりのカヌーは、大人気

ここでの大きな特徴は、胎内川と日本海の豊かな自然
を活かした海洋性スポーツです。今年度は８艇のカヌー
が新規に入りました。当施設で、子どもたちから人気の
高い活動で県内外から大勢の利用があります。

カヌーを漕ぎながら大海から陸の自然を眺める爽快な
気分を味わうことができます。主催事業の「カヌーに親
しもう」や「自然・ふれあい！家族のつどい」では、家
族でカヌーの体験ができます。

２ はつらつ体験塾
もう一つの特徴は、不登校・不登校傾向にある児童・
生徒及び児童生徒に関わる人を対象に自然体験活動や生
活体験等を行い、集団への適応性や人間関係づくりの資
質を高め、自立への支援をする活動があります。年間４
回４会場で四季折々の自然と会場の特色を生かしたフィ
ールド探検やクッキング、勤労生産的な活動を通して心
の開放を図ります。参加者から喜ばれている事業です。

３ 炊さん活動
さまざまな活動がある中で、炊さん活動はとても人気
がある活動です。天気の良い日は、地面に穴を掘って行
う穴掘り釜場が人気です。

なかなか火がおきないのです！

施設の
紹介

社会全体で子どもをはぐくむ運動社会全体で子どもをはぐくむ運動キャッチフレーズが決まりました！キャッチフレーズが決まりました！ 新潟県地域家庭教育推進協議会

平成17年7月16日、新潟市で「社会全体で子どもをはぐくむ運動」のキャッチフレー
ズ表彰式を行いました。県内外からの応募総数143点の中から選定された入賞作品は、
次のとおりです。（著作権は新潟県地域家庭教育推進協議会にあります。）
大大 賞賞
一人ひとりが地域の子育てサポーター 吉田町 森山 勉 様

佳佳 作作
育てよう！地域のたから達 見附市 小林 茂 様
あの子もこの子も地域の家族 糸魚川市 朝比奈 豊子 様
あなたから子どもをはぐくむ第一歩 木更津市 石井 清次 様

（佳作順不同）
新潟県地域家庭教育推進協議会は、地域での子どもをはぐくむ取組についての情報をお待ちしております。

事務局：教育庁生涯学習推進課℡025-285-5511(内線3895)Fax025-284-9396


